
日
本
共
産
党
は
、
本
年
10
月
「
学

生
が
安
心
し
て
使
え
る
奨
学

金
に
ー
奨
学
金
返
済
の
不
安

と
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
」

と
し
て
政
策
を
発
表
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
多
く
の

学
生
が
、
奨
学
金
を
借
り
、

平
均
的
な
ケ
ー
ス
で
は
３
０

０
万
円
、
多
い
場
合
は
１
０

０
０
万
円
の
奨
学
金
を
卒
業

と
同
時
に
返
済
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
し
か
し
非
正
規

雇
用
な
ど
で
、
収
入
は
少
な

く
、
返
済
不
能
や
自
己
破
産

に
お
ち
い
る
ケ
ー
ス
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
有
望
な
若

者
を
こ
の
よ
う
な
状
態
に
お

く
日
本
の
教
育
の
現
状
を
転

換
し
、
負
担
を
軽
減
し
、
米

原
市
を
基
点
と
し
て
生
活
す

る
若
者
を
育
て
て
い
く
こ
と

は
、
地
方
自
治
体
の
責
任
で

も
あ
る
こ
と
を
訴
え
て
、
一

般
質
問
し
ま
し
た
。
ま
た
医

療
費
や
健
康
診
断
結
果
の
分

析
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
の

結
果
が
市
民
の
健
康
に
役
立

つ
も
の
に
な
る
よ
う
期
待
を

し
て
質
問
し
ま
し
た
。

奨
学
金
問
題
に
つ
い
て

Ｑ
、
米
原
市
の
奨
学
金
制
度
は
。

Ａ
、
米
原
市
の
奨
学
金
制
度
の
内

容
に
つ
い
て
で
す
が
、
本
制

度
は
、
高
校
や
大
学
等
へ
の

就
学
に
対
し
、
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
に
、
奨

学
資
金
と
し
て
貸
与
を
行
う

も
の
で
す
。
金
額
に
つ
き
ま

し
て
は
、
高
校
へ
の
就
学
は

月
額
１
万
円
、
短
期
大
学
は

月
額
２
万
円
、
大
学
は
月
額

３
万
円
で
す
。
ま
た
、
貸
与

者
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
他

か
ら
の
同
種
の
奨
学
資
金
を

受
け
て
い
な
い
こ
と
、
そ
の

世
帯
の
年
間
収
入
が
、
独
立

行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機

構
の
定
め
る
収
入
基
準
の
１
．

１
倍
以
下
で
あ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

Ｑ
、
現
在
貸
与
中
の
高
校
生
、
短

大
生
、
大
学
生
は
。

Ａ
、
貸
与
中
の
者
は
大
学
生
が
４

人
、
短
大
生
が
１
人
で
す
。

高
校
生
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な

お
償
還
中
の
者
は
、
７
人
で

す
。

Ｑ
、
６
月
議
会
答
弁
で
介
護
職
や

保
育
士
の
奨
学
金
の
検
討
を

回
答
さ
れ
た
が
、
検
討
結
果

は
。

Ａ
、
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基

金
を
活
用
し
た
介
護
職
員
初

任
者
研
修
奨
励
金
事
業
が
実

施
で
き
る
よ
う
に
、
県
へ
予

算
を
要
望
し
て
い
ま
す
。
大

学
等
の
高
等
教
育
に
対
す
る

奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
は
、

介
護
職
や
保
育
士
等
の
人
材

が
不
足
し
て
い
る
現
状
か
ら
、

関
係
す
る
庁
内
部
局
や
他
の

関
係
機
関
と
も
情
報
交
換
し

な
が
ら
、
奨
学
金
の
制
度
化

を
目
指
し
て
行
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

Ｑ
、
給
付
型
の
奨
学
金
の
導
入
は
。

Ａ
、
給
付
型
の
奨
学
金
の
導
入
に

つ
い
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
、

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

Ｑ
、
学
生
の
半
分
が
奨
学
金
を
借

り
、
そ
の
内
７
５
％
が
有
利

子
奨
学
金
。
若
者
が
働
き
や

す
い
米
原
市
の
た
め
、
奨
学

金
の
利
子
補
給
等
の
支
援
は

で
き
な
い
か
。

Ａ
、
奨
学
金
の
利
子
補
給
や
返
済

の
肩
代
わ
り
に
つ
い
て
で
す

が
、
高
校
や
大
学
へ
の
進
学

に
つ
い
て
は
、
義
務
教
育
を

卒
業
し
て
自
分
の
意
志
で
進

路
選
択
を
し
て
い
る
も
の
で

あ
っ
て
、
そ
れ
を
ど
こ
ま
で

公
が
支
援
し
て
い
く
か
と
い

う
議
論
に
な
る
か
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
本
市
で
は
無

利
子
の
奨
学
金
制
度
も
あ
り

ま
す
の
で
、
専
門
職
な
ど
に

特
化
し
た
形
で
、
人
材
確
保

と
い
う
面
で
、
奨
学
の
制
度
、

新
た
な
制
度
設
計
に
向
け
た

検
討
の
余
地
は
あ
る
と
い
う

思
い
も
い
た
し
ま
す

医
療
費
分
析
問
題
つ
い
て

Ｑ
、
国
保
で
は
、
医
療
費
分
析
を

行
っ
て
い
ま
す
が
現
状
は
。

Ａ
、
昨
年
度
に
２
０
か
月
分
の
デ
ー

タ
や
健
康
診
査
デ
ー
タ
を
取

り
込
み
、
米
原
市
の
医
療
受

診
の
状
況
や
医
療
の
傾
向
な

ど
の
医
療
費
分
析
を
行
い
ま

し
た
。
今
年
度
は
、
更
に
デ
ー

タ
を
取
り
込
み
、
健
診
結
果

か
ら
す
ぐ
に
医
療
に
か
か
る

必
要
の
あ
る
人
の
受
診
状
況

を
確
認
し
て
、
保
健
指
導
が

で
き
る
よ
う
に
デ
ー
タ
を
積

み
上
げ
て
い
ま
す
。
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Ｑ
、
医
療
費
が
県
下
５
位
。
医
療

環
境
が
十
分
で
な
い
た
め
早

期
受
診
・
早
期
治
療
が
で
き

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
、
市
民
の
皆
様
が
医
療
に
か
か

る
行
動
は
、
自
覚
症
状
が
あ

る
か
、
な
い
か
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
従
い
ま
し
て
、
健
診
結

果
か
ら
、
ご
自
身
の
体
の
状

態
を
正
し
く
把
握
し
て
い
た

だ
き
、
自
覚
症
状
に
頼
ら
ず

早
期
受
診
や
早
期
治
療
に
つ

な
が
る
よ
う
保
健
指
導
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

Ｑ
、
が
ん
の
医
療
費
が
県
下
平
均

よ
り
非
常
に
高
い
。
健
診
と

の
関
係
は
。

Ａ
、
「
が
ん
」
の
中
に
は
、
胆
の

う
が
ん
や
白
血
病
な
ど
様
々

な
も
の
が
あ
り
、
そ
の
原
因

に
つ
い
て
特
定
す
る
こ
と
は

な
か
な
か
難
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
中

に
は
大
腸
が
ん
や
乳
が
ん
な

ど
の
よ
う
に
検
診
に
よ
っ
て

早
期
に
発
見
し
予
防
で
き
る

も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
自

己
触
診
法
の
啓
発
や
市
の
広

報
等
で
受
診
勧
奨
な
ど
の
対

策
を
、
引
き
続
き
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

賛
否
が
分
か
れ
た
案
件

①
米
原
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改

正
条
例

※
住
民
票
謄
本
や
印
鑑
証
明
を
現

在
の
２
０
０
円
か
ら
３
０
０

円
に
引
き
上
げ
る
条
例
。
人

件
費
ま
で
受
益
者
負
担
さ
せ

る
の
は
、
行
き
過
ぎ
と
し
て

市
議
団
で
は
反
対
し
ま
し
た
。

○
賛
成
討
論

堀
江
一
三
議
員
（
マ
イ
バ
ラ
）

○
反
対
討
論

太
田
幸
代
議
員
（
共
産
党
）

松
崎
淳
議
員
（
無
会
派
）

○
結
果

賛
成
４
反
対
15
で
否
決

②
米
原
市
自
転
車
等
放
置
防
止
条

例
の
一
部
改
正

※
放
置
自
転
車
の
保
管
料
を
１
，

０
０
０
円
か
ら
１
，
５
０
０

円
に
引
き
上
げ
る
条
例
。
反

対
討
論
で
罰
則
的
意
味
か
ら

も
っ
と
引
き
上
げ
る
べ
き
と

の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
れ
な
ら
ば
対
案
を
示
す
べ

き
と
し
て
、
市
議
団
で
は
賛

成
し
ま
し
た
。

○
賛
成
討
論

清
水
隆
徳
議
員
（
共
産
党
）

○
反
対
討
論

松
崎
淳
議
員
（
無
会
派
）

○
結
果

賛
成
６
反
対
13
で
否
決

③
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
い
ぶ
き
条
例
等

の
一
部
改
正

※
診
断
書
手
数
料
を
１
，
５
０
０

円
か
ら
２
，
１
６
０
円
な
ど

診
療
所
の
証
明
書
を
湖
北
医

師
会
と
同
額
に
合
わ
せ
て
引

き
上
げ
る
条
例
。
合
わ
せ
る

根
拠
が
希
薄
と
し
て
反
対
し

ま
し
た
。

○
賛
成
討
論

中
川
雅
文
議
員
（
マ
イ
バ
ラ
）

○
反
対
討
論

藤
田
正
雄
議
員
（
共
産
党
）

松
崎
淳
議
員
（
無
会
派
）

○
結
果

賛
成
4
反
対
11
で
否
決

④
米
原
市
保
育
所
条
例
の
一
部
改

正

※
公
立
保
育
所
を
廃
止
す
る
条
例

で
近
江
に
し
保
育
所
も
含
ま

れ
て
お
り
ま
す
。
来
年
４
月

民
営
と
し
て
運
営
さ
れ
る
こ

と
に
つ
い
て
市
議
団
は
一
般

質
問
で
賛
成
の
立
場
を
表
明

し
て
い
ま
し
た
。

○
賛
成
討
論

な
し

○
反
対
討
論

松
崎
淳
議
員
（
無
会
派
）

○
結
果

賛
成
14
反
対
5
で
可
決

⑤
米
原
市
道
路
占
用
料
条
例
の
一

部
改
正

※
関
電
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
が
市
道
に
埋

め
た
電
柱
等
の
占
用
料
を
大

幅
に
下
げ
る
も
の
で
す
。
総

額
は
４
１
０
万
円
の
マ
イ
ナ

ス
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
賛
成
討
論

な
し

○
反
対
討
論

清
水
隆
徳
議
員
（
共
産
党
）

○
結
果

賛
成
16
反
対
3
で
可
決

⑥
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改

正

※
手
数
料
条
例
関
連
案
件
で
討
論

は
な
し
。

○
結
果

賛
成
16
反
対
3
で
可
決

※
議
員
個
人
の
賛
否
結
果
は
、
市

議
会
だ
よ
り
・
Ｈ
Ｐ
参
照
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住
民
票
等
手
数
料
引
上
げ
条
例
は
否
決

占
用
料
引
下
げ
条
例
は
可
決

12
月
定
例
会
を
振
り
返
っ
て

  
今
回
は
、
総
選
挙
中
の
定
例
会

で
し
た
。
今
回
の
総
選
挙
で
日
本

共
産
党
は
、
８
議
席
か
ら
21
議
席

に
躍
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

21
議
席
は
、
予
算
を
伴
わ
な
い
も

の
で
あ
れ
ば
法
律
を
提
案
す
る
こ

と
が
可
能
な
議
席
数
で
す
。
消
費

税
問
題
、
憲
法
問
題
、
集
団
的
自

衛
権
問
題
、
雇
用
や
格
差
問
題
、

原
発
再
稼
働
問
題
、
沖
縄
新
基
地

問
題
な
ど
ま
す
ま
す
安
倍
内
閣
の

暴
走
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

の
ど
の
問
題
で
も
正
面
か
ら
対
決

で
き
る
の
は
日
本
共
産
党
で
す
。

国
会
で
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
も

の
で
す
。

一
方
米
原
市
政
に
返
っ
て
み
ま

す
と
、
今
回
の
突
然
の
総
選
挙
、

一
般
質
問
も
少
な
く
、
議
員
提
案

の
案
件
も
な
く
静
か
な
議
会
か
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
証
明
手
数

料
関
係
の
３
議
案
が
否
決
と
な
り

ま
し
た
。
日
本
共
産
党
議
員
団
と

し
て
も
積
極
的
に
討
論
に
参
加
し

ま
し
た
。
証
明
手
数
料
の
試
算
は

４
６
３
万
円
の
増
額
で
し
た
が
、

否
決
に
よ
り
現
行
の
ま
ま
で
す
。

一
方
、
占
用
料
は
４
１
０
万
円
の

マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

放
置
自
転
車
保
管
料
は
「
も
っ
と

引
き
上
げ
よ
」
と
言
い
、
反
対
で

は
現
行
の
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
採
決
結
果
を
見
る
と
保
守

系
会
派
・
マ
イ
バ
ラ
共
々
一
貫
性

に
欠
け
る
議
会
運
営
の
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。


